
令和７年度（2025年度）特別支援教育充実セミナー・発達支援関係職員実践研修

関係機関の相互連携及び保護者支援について

よりよいケース会議を目指して

～保護者を支える関係機関によるチーム作り～

芽室町役場子育て支援課子育て支援係

主査 莖田 千春（地域ＣＯ）
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障がいがあっても なくても

みんなにやさしい町づくり

～発達支援システムのある町 芽室～
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地域コーディネーター
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・教育推進課と子育て支援課に１名ずつ配置
どちらも現職の教員

子育て支援課地域コーディネーター
地域コーディネーター６年目
・高等養護学校、帯広市内・十勝管内の小学校３校に勤務
・芽室町相談支援事業所相談支援専門員
・要保護児童対策調整機関担当者研修修了
・社会福祉士
・特別支援教育士（特別支援教育士資格認定協会）



ケース会議①
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対象児 ：年中
開催目的：個別の教育支援計画作成
メンバー：保護者、クラス担任、障がい

児加配担任、相談支援専門員、
児童発達療育担当、地域ＣＯ

開催回数：４回



ケース会議②
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対象児 ：小学生
開催目的：退院後の生活環境調整

（放課後デイへの訪問看護師の派遣）

メンバー：本児、保護者、小学校担任、
小学校特別支援ＣＯ、
相談支援専門員、主治医、
担当看護師、SW
町（保健師、地域ＣＯ）

開催回数：３回



ケース会議③
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対象児 ：年長
開催目的：医療的ケア児の就学に向けて
メンバー：保護者、園長、担任、

相談支援専門員
小学校教頭、特別支援ＣＯ
訪問看護ステーション所長、担
当看護師、
町（保健師、地域ＣＯ）

開催回数：５回



ケース会議を通して
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・ケース会議の積極的開催（出会いを大切に）
・保護者の参加（選択 自己決定 役割）
・事前の準備
保護者の願いや関係機関の目的の整理
ケース会議の方向性や終着点のイメージ

・会議で確認された支援の方向性の確認
次回開催の目途を共有

・ケース会議後の参加者へのフォロー



保護者支援について
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子どもの現在をとらえ、未来を見据える前に、
それまでの育ちにも目を向ける、心を寄せる。

↓
保護者の思い（悲しみや苦労）がわかり、

保護者を支えてきた支援者を知り……
家族全体が見えてくる

↓
自分が役割が見えてくる

子育てを支えるチームの一員
関係機関の相互連携

包括的相談支援

重層的支援
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すべての子どもたちが自立し、ともに

安心してくらせる 地域社会をめざして

ご清聴ありがとうございました


